
 

 

 

 

  

チタンおよびチタン合金のα相集合組織における主要方位のＯＤＦ図、極点図 

 大阪府立大学井上博史先生資料を参考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０７月０３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

    

       不明な点は問い合わせ下さい。 



概要 

 六方晶の参考資料は大阪府立大学井上博史先生の「チタンおよびチタン合金の集合組織」があります。 

   六方晶の方位解析に関して詳しく説明されています。参考にして下さい。 

この資料の中で 

 

 

 があります。 

 

 この方位がどのような ODF図と極点図を描くか LaboTexと CTRソフトウエアで調べてみました。 

 LaboTexは方位{hkl}<uvw>の ODF図と極点図作成に使用しましたが、MTEXでも代用出来ます。 

 以下に手法を説明します。 

 

 Hexagonalの X軸は、 

   

  左側をＡ－Ｔｙｐｒ、右側をＢ－Ｔｙｐｅとして記述します。 

 

 

 

 

 



｛０００１｝＜１０―１０＞ODF図、極点図の作成 

 Hexagonalを選択  

   

 {0001}<10-10>の Euler角度(0,0,0)からＯＤＦ図を作成 

DataBaseに(0,0,0)を追加する 

  

  

 

 

 

 



{0001}<10-10>は３指数で{001}<210> 

  

  

ODF図の作成   samplenameにとりあえず３指数でメモ 

  

 

 

 



  

   B-Typeを選択 

極点図作成 

  

  

  

 ODF図、極点図の Exportを行う。 



ODF図の Export 

  

 

極点図の Export 

  

   

 

 本資料では、計算された極点図を更に LaboTexに読み込み、ODF解析を行った 

 ＯＤＦ図と極点図を Exportしました。 

 ＯＤＦ図、極点図は、ＭＴＥＸの unimodalODF()でも作成しＥｘｐｏｒｔ可能です。 

 



ODF図(GPODFDisplay) 

 描画画面サイズを縮小しています。 

  

 

  

 本来は７００ｘ７８０を４７０ｘ３８０で使用しています。 

 画面サイズを固定する事で、資料がまとめ易くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図の読み込み（B-Typeで Exportを B-Typeで読み込む） 

  

マウスカーソル移動をリアルタイムで方位表示、クリックすると固定される 

  

 しかし、(0,0,0)ようにＦｉｘする場合は手入力で行う。 

  



 (0,0,0)を入力し Calc ３指数表示>4指数表示を選択 

  

 ３指数で表示する場合選択、４指数表示する場合選択 

 Ｄｉｓｐ－＞ＲｅｔｕｒｎＳｔｒｕｃｔｕｅ 

 

  

 

 

 

以下にチタン主要方位のＯＤＦ図、極点図を示します。 

 

 



 

 

 

｛０００１｝＜１０－１０＞ 

 

｛０００１｝＜２－１－１０＞ 

 

 

 ＯＤＦ図は、φ1軸が３０度回転しています。 

 極点図が、ＮＤ軸に３０度回転しています。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

｛－１２－１０｝＜１０－１０＞ 

 

 

｛０１－１０｝＜２－１－１０＞ 

 

 

 ＯＤＦ図は、φ２軸が３０度回転しています。 

 極点図がＴＤ軸に３０度回転しています。 

 

 

 



 

 

 

 

 

｛－１２－１０｝＜０００１＞ 

 

 

｛０１－１０｝＜０００１＞ 

 

 

 ＯＤＦ図は、φ２軸に３０度回転 

 極点図は、ＲＤ軸に３０度回転 

 

 



 

 

｛―１２―１５｝＜１０―１０＞ 

 

｛０１－１３｝＜２－１－１９＞ 

｛－１２－１５｝＜１０－１０＞ 

 

｛０１－１３｝＜２－１－１０＞ 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

｛－１２－１４｝＜１０－１０＞ 

 

｛０２－２５｝＜２－１－１０＞ 

 

  



 

 

 

｛－１２－１８｝＜４－８４３＞ 

 

｛０１－１４｝＜０－２２１＞ 

 

  

 



 

 

 

 

｛－１２－１６｝＜１－２１１＞ 

 

 

｛０１－１３｝＜０－３３２＞ 

 

 


